
1

今後の「人中心」の道路空間のあり方
～単断面道路を中心に～

第４回「人中心の道路空間」のあり方に関する検討会

2025年6月25日 久保田尚

資料４ 久保田委員長資料



わが国の「人中心」道路交通のための主要制度等

2

歩行者用道路（道路交通法）

第九条 車両は、歩行者の通行の安全と円滑を図
るため車両の通行が禁止されていることが道路標
識等により表示されている道路（第十三条の二に
おいて「歩行者用道路」という。）を、前条第二
項の許可を受け、又はその禁止の対象から除外さ
れていることにより通行するときは、特に歩行者
に注意して徐行しなければならない。

歩行者専用道路（道路法）

第四十八条の十四
２ 道路等の管理者は、・・・同条第三項の規定
による指定を受けた道路若しくは道路の部分（以
下「歩行者専用道路」という。）と交差させよう
とする場合においては、当該自転車専用道路等の
安全な交通が確保されるよう措置しなければなら
ない。（通行の制限等）
第四十八条の十五
３ 何人もみだりに歩行者専用道路を車両により
通行してはならない。

歩車共存道路（道路構造令の解説と運用）

凸部等の技術基準（2016）



様々なShared Spaceと類似事例 - 歩車混在・共存道路の議論のための整理

32018年国交省交通安全対策検討会提出資料を基に再整理したもの
出典：久保田尚：生活道路の安全対策の考え方、講座「生活道路 第1回」、交通工学4月号(Vo.53,No.2), pp.42-49 2018

名
称

1) Shared 
space/street

2) Shared space 3) Shared street 4) Woonerf／交通静
穏化ゾーン／出会い
ゾーン等

概
要

1960年代英国。
ニュータウンなどの
道路設計基準

1980年代、オランダのH.
モンダーマンが提唱。交
通参加者同士のコミュニ
ケーションにより交通安
全を実現。規制や制御は
極力削除。

モンダーマンのShared spaceの理念を、
具体的な道路設計に活かす動きが欧米
に見られる。
歩行者の道交法上の扱いは不明

1970年代オランダ発祥。現在
も名前を変えて健在。道路法、
道路交通法に規程あり。「歩
行者はどこを歩いても可」
「自動車は徐行/15／20km/h
規制」など

・道路空間デザインの提
案ではない。
・生活道路から幹線道路
まで適用。単路部も交差
点もあり。
・導入以前の交通ルール
との関係は不透明（ヒア
リング等では「柔軟に対
応」等の説明）

例：New York City :Street Design Manual, 
2015
“ Street users generally negotiate right-of-
way cooperatively rather than relying on 
traffic controls, allowing pedestrians to 
dominate the street.”
“ Curbs should not be used”
“Institute a reduced speed limit (New York 
State VTL Section 1642(a)(26) (a) currently 
allows as low as 15mph) along with the 
physical traffic-calming of the shared 
street”

日
本
と
の
関
係

・住宅・都市整備公
団：団地内歩車共存
道路の計画設計指
針・同解説（案）、
1986に反映
・歩行者の通行は道
交法通り

合法的には成立できない 歩行者の通行が道交法に従うことを
前提とすれば可能。
⇒日本の歩車共存道路と類似か。

≒「すべての車両を規制除外
車両とする歩行者用道路」
・最近では、Shared street

と称しつつ、標識を立てて交
通静穏化ゾーンにしている例
が増えている」（埼玉大学小
嶋准教授調査）



4出典：Design Bulletin 32: Residential 
roads and footpaths, 1977

1)Shared surfaces
(Shared space) 英国

Runcorn NT（Cheshire county）

Shared space（撮影：1986）
Runcorn NT,(Cheshire county) UK

Shared space（撮影：1986）
Runcorn NT,(Cheshire county) UK

Shared space（撮影：1986）
Runcorn NT,(Cheshire county) UK

1960年代英国ニュータウン等で導
入の試みが始まる。地先道路にあ
えて歩道を設けない画期的設計
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団地内歩車共存道路の計画設計指針・同解説(案)
  住宅・都市整備公団 昭和61年3月

• 序文より

・・・これまでに住宅団地の建設にあたり、何らかの形で歩車共存道路
の手法を導入したものが30例以上にも上る。また、全国の自治体による
コミュニティ道路づくりも急速に広がっている。

本指針（案）では、これらの実施例を踏まえ、諸外国の事例、基準な
どを参考としながら、住宅団地内の道路を、人と車を共存させることで、
快適な生活空間として演出させるための手法を提案
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なぜ歩車共存なのか
多様で豊かな日常の行動にこたえ、それを保証していく最も身近な屋外空間が生活

道路であるとすれば、そこに求められる道路形態はおのずとそこに住む人々の生活環
境を反映したものになるだろう。

それは、道空間に、日常生活の多様性に応じた複合機能性を持たせることに他なら
ない。

車の通行機能を抑制し、日常生活の多様性に応じた複合機能を与えられた道は、豊
かで快適な生活のための屋外舞台を提供するだろう。

人と車の新しい結びつきによって生まれる、新しい生活の場が歩車共存道路である
と言えないだろうか。



歩車共存道路の理念

歩車共存道路とは、歩行者と自動車の共存する道路のことであるが、こ
の歩行者と自動車の関係は単に同一の区間を両者が共有する場合の“形”
の問題ではなく、空間の使い方の“思想”に他ならない。

歩車共存道路が従来の道路づくりと異なるのは、これまで歩行者と自動
車とは分離することで、安全性を確保し、住みやすい環境づくりを考えて
きたのに対し、ここでは、必ずしも分離ということではなく、空間の使い
方における“思想”とそれを導く“一定の仕組み”さえあれば歩行者と自
動車は同一空間に共存でき、団地環境に必要な安全性、快適性を確保する
とともに、利便性を付加した、より良い住環境の形成に貢献するという考
え方を持っている点である。
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使い方の思想とは、歩車共存道路を使う人々が、交通弱者をはじめとする
歩行者等の優先と、沿道生活者の住環境尊重の立場に立つことを意味する。

優れた歩車の共存空間は、ただむやみにカラフルな舗装材を使用したり、
高価なストリートファニチュアを設けたりすることで作り出されるものでは
ない。

主人公は人と車であり、道路は舞台であるにすぎない。歩車共存の道路づ
くりは、それをとりかこむ様々な屋外環境や構築物がおりなす空間の中で、
共存する人と車を効果的に演出する舞台づくりであらねばならない。



歩車共存道路
の分類
(p.2-12)

道路タイプ 共存道路名称

Ⅰ 共存型歩行者幹線路

Ⅱ 共存型補助幹線道路

Ⅲ 共存型区画道路

Ⅳ 共存型アプロ―チ道路

Ⅴ 共存型アプローチコモン

歩行者関連による分類

自動車関連
による分類

歩行者の滞留・住宅周りの移動
歩行者の交通機能 ＜狭領域をカバー＞
＜ネットワーク上、広域をカバー＞

幹線歩行者路 一般歩行者路 補助歩行者路

自
動
車
の
交
通
機
能

居
住
者
の

生
活
・
宅
地
へ
の

サ
ー
ビ
ス
機
能

幹線道路

補助幹線道路

取
り
付
け
車
道

区画道路

アプローチ道路

コ モ ン

Ⅰ
Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅱ
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歩車共存道路の形態：分離型・融合型 p.2-16,2-17

分離型 融合型
人と車の通行領域を、低い
段差、車止めなどによって
物理的に分離

自動車と歩行者との通行領域の明確な
区分がなく、単断面構成が基本

自動車
交通量

比較的多い
(ピーク時50台/h以上)

比較的少ない

共存の
手法

車両通行領域と歩道部に小
さな段差を設ける。
車止め、ストリートファニ
チュアなどを間歇的に設置。

車両通行領域は舗装材等により視覚的
に区分することが多い。

タイプ Ⅰ 共存型歩行者幹線路
Ⅱ 共存型補助幹線道路
Ⅲ 共存型区画道路
Ⅳ 共存型アプローチ道路

Ⅰ 共存型歩行者幹線路

Ⅲ 共存型区画道路
Ⅳ 共存型アプローチ道路
Ⅴ 共存型アプローチコモン
              (Shared surface)
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光が丘パークタウン
ゆりの木通り 1983年4月完成

Ⅰ共存型歩行者幹線路
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Ⅱ 共存型補助幹線道路

きよみ野ニュータウン(吉川市)
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Ⅲ 共存型区画道路

汐見台NT 12



鹿島出版会：都市住宅編集部編：
歩車共存道路の理念と実践、1983
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Ⅴ 共存型アプローチコモン(Shared surface)

多摩NT 鶴牧 14



2) Shared space
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1980年代、オランダのH.モンダー
マンが提唱。交通参加者同士のコ
ミュニケーションにより交通安全
を実現。規制や制御は極力削除。
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3) Shared street
モンダーマンの
Shared spaceの
理念を、具体的
な道路設計に活
かす動きが欧米
に見られる。
歩行者の道交法
上の扱いは不明

New York City :Street Design 
Manual, 2015
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4) Woonerf／交通静穏化ゾーン／出会
いゾーン等
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• 1976年、道路法と道路交通法を改正し
Woonerfを法的に合法化

• ⇒欧州各国に様々な形で広がる
• 歩行者はどこを歩いても可
• 遊んでも可
• 車両は徐行（その後15km/h。

20m/hの場合もある）



今後の「人中心」の道路空間のあり方
～単断面道路を中心に～

 「人中心」が重視される中、都心部など
での歩行者優先を求める声の高まり

 但し、歩行者の安全が絶対的に重要

⇒わが国におけるありかたは？
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